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５月 16日に開会した５月府議会臨時会が本日 19日に閉会した。 

本臨時議会は正副議長、監査委員の選出、議会運営委員会の委員長、理事、委員の選任、予算委

員会と常任・特別委員会の正副委員長、関西広域連合議会議員、地方税機構議会議員の選出など府

議会を構成する役員を決定することが主要な目的であった。 

わが党議員団は、開会日に議長、各会派に「府議会の民主的構成の実現を求める」申し入れを行

った。とりわけ、公職選挙法違反の疑いで自民党の議長が辞任し、交通死亡事故を起こしたことに

より自民党の議会運営委員長が辞任するという、京都府議会に連続して汚点を残しており、府民の

信頼回復が求められているだけに、わが党議員団は憲政の常道にたった対応を厳しく求めた。 

京都府議会は、これまで長年にわたり、わが党会派を各種役職から排除するために、投票の際、

自民党、公明党、民進党、維新の党の各会派が相談して各役職を独占するという「オール与党」体

制が続けられてきた。 

ところが、わが党議員団が 2015 年の統一地方選挙で 14 議席へと躍進し、府議会第二党となっ

たことから、2016 年度は決算特別委員会副委員長や関西広域連合特別委員会副委員長に就任した

とおり、投票でわが党会派を排除できなくなる事態が生じた。 

こうした中、これまで選挙で選出してきた関西広域連合議員について、本臨時議会で初めて会派

議員数による指名推薦が行わざるを得なくなり、わが党浜田良之議員が広域連合議員に選出された。 

しかし一方で、副議長の選出は、わが党会派を排除して少数会派の公明党議員とし、また監査委

員２名も与党会派で独占した。さらに、常任委員会・特別委員会、予算特別委員会の正副委員長す

べてわが党会派議員を排除したことは、府民的に見て極めて異常で、断じて容認できない。 

 

本議会には専決処分として４議案が提案された。そのうち、第４号議案「京都府府税条例の一部

改正の専決処分について承認を求める件」については、土地の流動化の促進や大規模農業法人への

農地集積を進め、また空前のもうけを上げている自動車メーカーの販売促進を支援するものとなっ

ている上に、今回、自衛隊が保有する免税軽油を外国軍隊への後方支援活動のために提供する場合

にも課税免除の特例措置を追加するもので、これは憲法違反の安保法制の遂行に加担するものであ

り反対した。 

  

 ３月 18 日に逝去された故・上原裕見子議員の追悼演説が、本会議場でご遺族を前に、同伏見区

選出の前波健史府議により、心をこめて行われた。わが党議員団は、故・上原裕見子議員の遺志を

受け継ぎ、憲法改悪をはじめとする政治の暴走と劣化に立ち向かい、府民の暮らしの願い実現と議

会の民主的改革のため、引き続き全力をあげるものである。 

以上 


